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0から 9までの数字が 1つずつ書かれた 10枚のカード

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

が 1つの袋に入っている．1枚のカードを袋から取り出し，カードに書かれている数

字を確認し，元に戻すという試行を 3回行う．

1回目の試行で確認したカードの数字を X，

2回目の試行で確認したカードの数字を Y，

3回目の試行で確認したカードの数字を Z

とする．ただし，どのカードも同じ確率で取り出されるとする．このとき，次の各問

に答えよ．

(1) X + Y + Z = 0 となる確率を求めよ．

(2) X = 3 かつ X + Y + Z = 9 となる確率を求めよ．

(3) X + Y + Z = 9 となる確率を求めよ．

(4) X + Y + Z = 12 となる確率を求めよ．

(19 宮崎大 教・農 10)

【答】

(1) 1
1000

(2) 7
1000

(3) 11
200

(4) 73
1000

【解答】

(1) X + Y + Z = 0となるのは，X = Y = Z = 0 のときであるから，求める確率は

1
10

· 1
10

· 1
10

= 1
1000

……（答）

(2)

{
X = 3

X + Y + Z = 9
⇐⇒

{
X = 3

Y + Z = 6

Y + Z = 6 となる場合は，Y が 0 から 6までの 7通りあるから，求める確率は
1
10

· 7
10 · 10 = 7

1000
……（答）

(3) X = k (k = 0, 1, 2, · · · , 9) とすると，Y +Z = 9−k となる場合は，Y が 0 から 9−k

までの (10− k) 通りあるから，求める確率は
9∑

k=0

(
1
10

· 10− k
10 · 10

)
= 10 + 9 + 8 + · · ·+ 2 + 1

1000
= 55

1000

= 11
200

……（答）
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• X + Y + Z = 9 となる場合の数は，等式を満たす負でない整数の組 (X, Y, Z)の個
数に等しく，それは 9個の球 ○ と 2個の仕切り棒 | を 1列に並べる順列の総数と一
致する．

11!
9! 2!

= 11 · 10
2 · 1 = 55

よって，求める確率は

55
103

= 11
200

(4) X = k (k = 0, 1, 2, · · · , 9) とすると，Y + Z = 12− k である．
k = 0 のとき，Y + Z = 12を満たす Y は 3から 9までの 7通りある．
k = 1 のとき Y + Z = 11を満たす Y は 2から 9までの 8通りある．
k = 2 のとき Y + Z = 10 を満たす Y は 1から 9までの 9通りある．
k = 3, 4, · · · , 9のとき，Y + Z = 12 − k を満たす Y は 0 から 12 − k までの (13 − k)

通りある．
以上から，求める確率は

1
10

· 7
10 · 10 + 1

10
· 8
10 · 10 + 1

10
· 9
10 · 10 +

9∑
k=3

1
10

· 13− k
10 · 10

=
7 + 8 + 9 + (10 + 9 + 8 + · · ·+ 5 + 4)

1000

= 24 + 49
1000

= 73
1000

……（答）

• X + Y + Z = 12となる場合の数は，12個の球 ○ と 2個の仕切り棒 | を 1列に並べ
る順列の総数と一致し

14!
12! 2!

= 14 · 13
2 · 1 = 91 (通り)

この中から，X, Y, Z のどれか 1つが 10以上となる場合を除けばよい．

( i ) X = 10の場合，Y + Z = 2になるのは 3通り．
(ii) X = 11の場合，Y + Z = 1になるのは 2通り．
(iii) X = 12の場合，Y + Z = 0になるのは 1通り．

( i )，(ii)，(iii)は X の代わりに Y, Z の場合もあるから，求める確率は

91− 3(3 + 2 + 1)

10 · 10 · 10 = 73
1000


